
基調報告

 国 立 二 大 学 の 立 場 か ら

 松 本 千 代 栄

 「戦後50年 の舞踊教育」を, 国立2大 学の立場

から概観する。(表参照)

1.戦後教育の指針

 第2次 大戦後, 米軍政府管理下に, 初の 「学校

体育指導要綱」(文部省 ・昭22)が 示された。"人

間形成"の 体育 目標 を掲げ, "教材"を 教える体

育か ら, "自己表現"を ひき出す教育へ, 訓練的

体育から自主的体育へと一大転換を示 した要綱は, 

戦後新教育の精神と理想を象徴するものとしても

意味をもっている。

 要綱は, 小 ・中 ・高校及び大学の各発達段階を
おさえ, 運動領域を 「体操 ・スポーツ ・ダンス」

と類別 し, "競争 と表現"と いう運動文化の質を

ふまえた分類を提示 している。即ち, 「ダンス」

は, 従来の 「音楽運動」 としての体育教材か ら解

き放たれ, 社会文化としての舞踊 と同-一の地平に

立つものとして位置づけられた。

 「(五)大 学(仮 称)約19年-22年 」では, 「身

体的特徴, 精神的特徴, 適当な運動」 を表示 し, 

具体的には 「ダンス」では 「表現-表 現技術 ・作

品創作 ・作品鑑賞」と内容を示 し, 更に 「民踊そ

の他参考作品」「指導者養成では社交 ダンスをと

りあげてもよい」と視点をひろげている。

 教育基本法(昭22)大 学設置委員会(昭23), 

国立新制大学(昭24)と 制度化の進む中で, 人間

発達 と教育を見 とお し, 「大学」までを含めた要

綱からは, 大学体育の確立 と自主的 ・創造的教育
への姿勢と識見が読みとられる。以後, 体育科教

育の中の 「ダンス」は, 50年後の現在 まで, この

基本的な方向づけを根幹として歩いてきた。
2.専攻課程 ・学科の新設

 「学」としての成立と評価は, 制度上には"講

座 ・学科"の 設置によってお しはかられる。 「舞

踊学」担当教官は, 先ず1952年(昭27)東 京教育

大学体育学部遊戯学講座に採用 された。1963年

(昭和38)「 舞踊学」講座新設, 翌'64年(昭39)

大学院修士課程が認められ, 日本で初の国立大学

での 「舞踊学」講座及び修士課程の設置 となった。

(体育学修士号)次 に, 1971年(昭46)お 茶の水

女子大学教育学科体育学専攻は, 「表現体育学」

(舞踊教育学, 遊戯学, 動作学講座)に 改組, 実

質的に舞踊学 ・舞踊教育学を主軸 とした。1973年

(昭48)に は, 「人文科学研究科舞踊教育学」(修

士課程)が 新設され(文 学修士号), 1976年(昭

51)に は, 同大学 「人間文化研究科(博 士 課

程)」 新設に際 し, 「比較芸術論」講座 に"比 較舞

踊論"が 位置づけられ, 舞踊学研究は, 漸 く論考

に向う研究の楷梯 を備 えることになった。1982年

(昭57)「 舞踊教育学科」 として 「学科」が独立 し, 

国立大学では初の"舞 踊"を 冠 した学科 として整

えられた。舞踊研究を志す学生は, 全国から進学。

とりわけ修士課程への志望者は多 く, 舞踊文化 と

教育研究の一拠点となったと認められる。

 1996(平8)大 学改組に伴い, 「芸術 ・表現行

動学科」 と改称 され, "舞踊"の 名称は"学 科"

としては失い, 現在 に到っている。

3.舞踊研究の開拓

 舞踊研究は, 各大学の研究紀要刊行, 及び日本

体育学会設立(昭25～)と 共に推進され, 日本女

子体育連盟(昭29～)研 究発表会及び研究紀要刊

行などによって, 先ず体育学上にその成果が公表

された。舞踊学会(設 立, 昭50)は, 舞踊文化の

諸領域か らの研究 ・教育者, 演者を擁する独 自な

学会として設立 され 「舞踊学」成立と充実のため

の拠点 として今 日に至 っている。

 国立大学に籍をおいた筆者の範囲に限って研究視

点の提出をみると, (1)「実態調査」(昭27～)に よ

る舞踊経験の現状把握を基底とし, (2)「舞踊の創作
・鑑賞能力の発達」(昭41～, 科学研究費)を 探 り

(6)「舞踊用語の収集 ・分類 と舞踊の構造 ・機能」

(昭56～)の 構造分析 を進めて教育資料を提出(2)

「舞踊課題と創作学習モデル」(昭56～)を 具体化し

て創作学習に備え, 他方(5)基礎研究として昭和30年

以降"運 動 とイメージの連合"の 様相を実験 ・実証

をもって追跡 し, 操作上に連合の範疇を明らかにし

ている。また, (6)舞踊文化の特質を現象上にとらえ, 

上述の研究法 をもって明 らかにしている。(既 報

CHHAUの 解析'82な ど)

 他方この年月の卒業論文, 修士論文指導では, 

学生の適性と関心に応 じ, 研究主題 と研究方法を

可能な限 り広げ, 舞踊文化 と人間存在の追求をめ

ざし, ひいては 「舞踊学」の成立と充実を若 き人

材に期待 した。
4.研究交流

 前述の各学会での年毎の研究報告 と共に, 国際

女子体育会議JAPESGWに おける研究報告(1965

年以降4年 毎)に よって研究の国際交流をはかっ

た。特に運動現象性の文化の特性 と研究成果の質

を考え, 論と共に演を展開し, 比較文化に資 し, 

かつ科学的操作をもって抽出した成果を広 く人々

の もの と しよ うと した。 会議 参加 によ って

Demonstrater(学 生)の 視野 をひらくことをもね

がった。

5.人 と進路

 表に示すとお り, およそ30年 間(昭30～60)に

多 くの人材を多方面にお くり出すことができた。

国立2大 学の 「舞踊学講座」 は, 個性 を生かす

「自由の土壌」 として存在の意味を有 していた と

認められようか。
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